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京都府産木材認証制度（ウッドマイレージＣＯ２認証制度）とは

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算

消費者に対する情報発信。インセンティブの創出。

環境認証制度としての次なるステップ。ＣＦＰを求める。
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ウッドマイレージCO2認証制度とは？

京都で育った木が、

・どのような業者を経て

・どのような経路を通って

・どれくらいの二酸化炭素を排出して

流通しているのかを消費者が知ることができる制度。

産地証明
（トレーサビリティ）

ウッドマイレージCO2

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは



「環境に優しい」を具体的にする

 環境指標「ウッドマイレージCO2」

木材の量
(m3)

輸送距離
(km)

×

輸送手段
(Kg-CO2/m3・km)

×
輸送時の
CO2排出量
(Kg-CO2)

＝

認証された「京都の木」を使用した木材については
全てウッドマイレージCO2が計算可能

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは



なぜ輸送に着目するのか？

 日本の木材自給率と輸入相手国の問題

 製造・輸送にかかるエネルギー比率の問題

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは



日本の木材自給率は２０％

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは



私たちの使う木は海から船でやってくる

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは

森を守る運動と現実のかい離



遠隔地化する木材輸入

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは



普段使いの木材までも遠くから輸入している

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは



なぜ輸送における二酸化炭素排出量なのか？

 日本の木材自給率と輸入相手国の問題

 製造・輸送にかかるエネルギー比率の問題

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは



木材は環境に優しい資源

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは



輸送のエネルギーを含めて考えると．．．

木材の地産地消温暖化防止

人
工
乾
燥

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは



地元で育てた木を、地元で使う。
木にも、人にも、地球にも、それが一番いい

 京都の木を利用することで

木を運搬するときに発生する
エネルギー（二酸化炭素）を削減し、

地域の森林を豊かにし、

私たちの目の届かないところで起こっている
かもしれない森林破壊を防止し

生産者の顔が見える、安心で豊かな家づくり

ができる

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは



京都府産木材認証制度
（通称：ウッドマイレージＣＯ２認証制度）の設立

ロゴマーク

２００５年２月京都府産木材認証制度スタート

２００６年２月制度を住宅用木材にまで拡充

ウッドマイレージＣＯ２認証制度とは
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京都の木の流れ

京都府内の森林

京都の木の家

木材市場

製材所 流通販売業者

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



認証制度の仕組み

京都の木であるこ
とを明記して購入
者との授受を行っ
ているか？

京都の木とそれ
以外の木が区別
できるように管理
できているか？

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



木材市場

取り組みに参加する５つの原木市場では、それぞれ方法は
異なるが、原木の伐採地を大字単位で確認し、購入者に対
して情報公開する仕組みを構築している。

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



木材市場

Y木材市場

木口に記す荷主番号の色を、府内
の荷主とそれ以外で分けている。

納品伝票には産地を記入する欄が
設けられている。

Ｔ木材市場

他府県から入荷する原木の木口に
黄色のペンキで目印をつけている。
納品伝票には産地を記入する欄が
設けられている。

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



木材市場

伝票に生産地を記載

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



京都府Ａ市○○

京都府Ｂ町○○

京都府Ｃ市○○

兵庫県Ｄ市○○

奈良県Ｅ市○○

Ｆ木材市場

Ｇ木材市場

Ｈ製材所

製材所までの木材の
流通経路の一例

工場内で全ての産地を
分別管理するのは困難

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



製材によって、１本の原木が複数の製品になる。
全ての製品の産地を詳細に追跡することは困難

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



京都府Ａ市○○

京都府Ｂ町○○

京都府Ｃ市○○

兵庫県Ｄ市○○

奈良県Ｅ市○○

Ｆ木材市場

Ｇ木材市場

Ｈ製材所

京都府産

それ以外

製材所が一定期間に入荷した京都府産材の産地と量について
のデータを温暖化防止センターに提供してもらい、それをもとに、
その製材所のウッドマイレージＣＯ２の平均値を算出している。

工場内で全ての産地を
分別管理するのは困難

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



製材所

京都府内産材が他府県産材と混ざらないように管理し、製材。

京都の木には
青色スプレー

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



流通販売業者

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



流通販売業者

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



京都の木の家（モデル住宅）

リブラ二条モデルハウス（株式会社ＤＡＣby彩工房）

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



京都府産木材証明書 及び
ウッドマイレージＣＯ２計算書

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



京都府産材の地産地消によるＣＯ２削減効果

８７
％
ＯＦＦ

トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算



トレーサビリティの確保とウッドマイレージＣＯ２の計算

京都府Ａ市○○

京都府Ｂ町○○

京都府Ｃ市○○

兵庫県Ｄ市○○

奈良県Ｅ市○○

Ｆ木材市場

Ｇ木材市場

Ｈ製材所

証明書発行まで流れのまとめ

Ｉ 流通販売 Ｊ工務店
Ｋ設計事務所

府温暖化防止センター
（指定認証機関）

伝票などで確認

製材所の
平均値を適用
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ウッドマイレージＣＯ２認証制度の紹介

京都府が認証材を利用した工務店に

対し、１ｍ3あたり１万円の交付

金。上限は２０万円まで。

緑の交付金で２０万円

使用者に対する情報発信。インセンティブの創出。



金融機関による優遇措置
「エコウッド」住宅ローン貸出金利優遇サービス

 金利優遇等の内容

 対象住宅

「ウッドマイレージＣＯ２認証材」を使った住宅 及び

「緑の交付金」対象住宅

区分 優遇幅 要件（ＷＭＣＯ2認証材使用量） 適用開始時期

京都銀行 ０．１％ １ｍ3以上 ４/２受付から

京都信金 ０．３％ ５ｍ3以上（緑の交付金対象住宅） ４/２受付から

京中信金 0．1％・0．3％
（ 新 築 ・ 改 築 ）

１ｍ3以上 ５/１受付から

北都信金 ０．１％ １ｍ3以上 ５/１受付から

ＪＡバンク京都 未定

京都漁連 未定

ウッドマイレジＣＯ２認証制度の紹介使用者に対する情報発信。インセンティブの創出。



住宅着工件数・ＣＯ２削減効果
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住宅件数（件） CO2削減量（t-CO2） 取扱事業体(件) 緑の事業体（件）

06年度 42 83 115 87

07年度 101 148 149 172

08年度 177 229 183 215

参考）住宅着工戸数（08年） 京都市前年比 22.5％減

これまでの実績

公共事業での利用を合わせると08年度は制度全体で３００トン以上のＣＯ２削減

使用者に対する情報発信。インセンティブの創出。
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原木伐採 製品製造 施工・使用
廃棄物の
処理・処分

育林
輸
送

輸
送

輸
送

現在

ＣＦＰ

認証制度にＣＦＰを組み込む

環境認証制度としての次なるステップ。ＣＦＰを求める。

８７
％



京都スギ合板

京都府舞鶴市に工場を持つメーカーが
２００８年より製造・販売を開始

原木の伐採箇所から製品としての
消費地までのすべての流通経路が
把握可能

京都府産の杉を使用した合板
おもに構造用合板として使用

環境認証制度としての次なるステップ。ＣＦＰを求める。



現在

原木伐採 製品製造 施工・使用
廃棄物の
処理・処分

育林
輸
送

輸
送

輸
送

ＣＦＰ 京都スギ合板

京都スギ合板のシステム境界

環境認証制度としての次なるステップ。ＣＦＰを求める。
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A：国内製造合板の平均値
B：ロシア材輸送の平均値
C：国産材輸送の平均値
D：京都府産材の平均値

製品輸送
a：合板製品の平均値
b：京都府産合板製品の平均値
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CO2削減率

※京都府温暖化防止センター調べ

京都スギ合板の製造プロセスにおけるCO2削減率

環境認証制度としての次なるステップ。ＣＦＰを求める。



原木伐採 製品製造 施工・使用
廃棄物の
処理・処分

育林
輸
送

輸
送

輸
送

現在

ＣＦＰ 京都スギ合板

ＣＦＰを表示した京都府産認証木材へ

環境認証制度としての次なるステップ。ＣＦＰを求める。

ＣＦＰを把握し、減らし、
さらに環境にやさしい京都府産木材へ

８７
％
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％京都府産認証木材


